
 

 

2. ハヤトゲフシアリの防除計画の作成 

2-1. 作成の流れ 

(1) 背景及び目的 

ハヤトゲフシアリは令和 2 年 11 月に新たに外来生物法に基づく特定外来生物に指定された種

である。沖縄県内では、那覇空港付近の国道及び那覇新港で確認されており、令和 2 年度の外来

種リストの更新の際、重点対策種への追加が検討され、令和 3年 3月に重点対策種に指定された。 

重点対策種は、行動計画において最も対策の優先順位が高い外来種とされ、防除計画を作成し

ている。これまでに、重点対策種のうち既存計画のあるフイリマングースとニホンイノシシを除

く 12種類について防除計画が作成されている。これらの既に作成された防除計画の構成や記載内

容と統一を図りつつ、ハヤトゲフシアリを沖縄県内にこれ以上拡がらせないために、関係機関等

と有効な連携を図り防除を推進するための防除計画を作成した。 

 

(2) 構成及び記載内容 

防除計画の主な構成及び記載内容は下記を想定し、検討した。 

1.  背景と目的 発見の経緯や指定の目的などを記載 

2.  概要 和名や学名、分布情報、形態・生態情報を記載 

3.  指定の状況 特定外来生物、生態系被害防止外来種リスト等への記載状況 

4.  生態系等への影響 生態系等への影響内容を記載。主に生態系への影響を想定。 

5.  目標 行動計画の防除目標カテゴリーから選択 

「目標A 県内全域からの根絶」を想定 

6.  対策の方針 目標達成のために必要な対策を記載。下記を想定。 

・初期防除：発見された地域からの排除のための内容 

・早期発見：未確認地域で侵入状況を確認するための調査 

・普及啓発：県民等への普及啓発 

7.  実施体制 沖縄県、環境省（特定外来生物のため）、研究機関（防除手法の

検討のため）、また必要に応じて、南部国道事務所（国道での発

見のため）、那覇港管理組合（那覇新港での発見のため）、市町村

（那覇市での発見のため） 

8.  防除方法 那覇空港近くの国道での事例を参考に記載 

9.  防除事例の紹介 那覇空港近くの国道での事例等の紹介 

10. 防除計画の見直し 他種同様に、3年目に中間評価、5年目に見直しを想定 

 

(3) 作成の流れ 

下記の流れで防除計画を作成した。 

・防除計画案を作成し、関係機関等（環境省沖縄奄美自然環境事務所、研究機関等）との調整 

・専門家（外来種対策事業（昆虫類・クモ類・植物対策）作業部会）の意見収集 

・検討委員会に防除計画を提示し、意見収集 

・検討委員会等の意見を踏まえ、防除計画の作成（作成した防除計画を次頁以降に示す） 
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2-2. ハヤトゲフシアリ防除計画 
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